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特集「海外ミッション・ボード」

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
移
民
し
た
ル

タ
ー
派
の
信
徒
が
ア
メ
リ
カ
で
初
め
て

教
会
組
織
を
し
、
教
会
規
則
を
定
め
た

の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
い
て
で
、
そ

れ
は
ド
イ
ツ
や
北
欧
な
ど
か
ら
の
移
民

で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
移
民

だ
っ
た
と
聞
い
た
ら
少
し
意
外
に
思
う

だ
ろ
う
か
。オ
ラ
ン
ダ
で
は
改
革
派
教

会
が
国
教
会
だ
っ
た
か
ら
、
自
由
教
会

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
制
限
を
受
け
て
い

た
ル
ー
テ
ル
教
会
の
信
徒
た
ち
が
宗
教

的
な
自
由
を
求
め
て
ア
メ
リ
カ
に
移
民

し
、
自
由
教
会
型
に
定
め
た
教
会
規
則

を
採
用
し
た
こ
と
が
以
後
の
ア
メ
リ
カ

ル
ー
テ
ル
教
会
の
歴
史
に
と
っ
て
少
な

か
ら
ぬ
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
と

言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
南
へ
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
ン
の
勧
め
も
あ
っ
て

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
を
目
指
す
ド
イ
ツ

移
民
も
少
な
く
な
か
っ
た
。１
７
１
７

年
ラ
イ
ン
沿
岸
地
方
か
ら
こ
の
地
を
目

指
し
た
移
民
の
一
団
が
い
た
が
、
彼
ら

が
着
い
た
所
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
沿
岸
、

い
わ
ば
一
文
無
し
で
、
船
賃
も
着
払
い

と
い
う
条
件
だ
っ
た
ら
し
い
。見
か
ね

た
州
知
事
が
州
内
の
荒
れ
地
を
開
墾
す

る
こ
と
を
条
件
に
船
賃
を
立
て
替
え

て
、
彼
ら
の
移
民
生
活
は
借
金
付
き
で

始
ま
っ
た
、と
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。開

墾
に
精
を
尽
く
し
て
、
州
知
事
に
借
金

返
済
、
ル
ー
テ
ル
の
信
徒
だ
け
の
聖
書

や
祈
り
の
集
会
、
折
々
に
北
の
地
方
か

ら
巡
回
牧
師
を
招
き
、
や
が
て
自
ら
の

諸
教
会
の
牧
師
を
招
聘
し
、
大
学
を
建

て
、
神
学
校
を
設
立
し
て
牧
師
養
成
ま

で
始
め
る
と
い
う
百
年
余
が
続
い
た
は

ず
で
あ
る
。こ
う
し
て
組
織
し
た
シ

ノ
ッ
ド
が
、
そ
の
後
南
北
戦
争
の
緊
張

の
時
代
に
西
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
、
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
、サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
、ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ
と
共
に
南
部
一
致
シ
ノ
ッ

ド（United Synod of South

）と
な
っ
た

の
で
あ
る
。そ
の
後
１
９
１
８
年
に
は

各
地
の
主
と
し
て
ド
イ
ツ
系
の
シ
ノ
ッ

ド
が
合
同
、
成
立
し
た
の
が
北
米
一
致

ル
ー
テ
ル
教
会(United Lutheran 

Church in Am
erica)

で
あ
る
。こ
の
時

点
で
も
西
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
と
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
と
一
緒
に
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
シ

ノ
ッ
ド
を
形
成
し
て
い
た
。こ
の
時
こ

の
シ
ノ
ッ
ド
は
牧
師
74
人
、
教
会
１
４

５
、会
員
１
万
７
０
０
０
人（
現
住
陪
餐

８
５
０
０
人
）だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、規

模
の
点
で
は
今
の
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル

教
会
と
あ
ま
り
変
わ
り
が
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
南
部
一
致
シ
ノ
ッ
ド
に
加
わ
っ

た
各
シ
ノ
ッ
ド
は
い
ず
れ
も
南
部
の
広

い
地
域
に
、
恐
ら
く
上
述
の
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア
・
シ
ノ
ッ
ド
と
同
程
度
の
規
模
の

シ
ノ
ッ
ド
だ
っ
た
ろ
う
か
。こ
の
南
部

一
致
シ
ノ
ッ
ド
は
１
８
８
７
年
に
外
国

伝
道
を
始
め
る
決
定
を
し
、
伝
道
地
を

日
本
と
定
め
た
。宣
教
師
の
決
定
ま
で

時
間
が
掛
か
っ
た
が
、
最
初
に
西

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
Ｊ
・
Ａ
・
シ
ェ
ラ
ー

が
、
次
に
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
の
Ｒ
・
Ｂ
・

ピ
ー
リ
ー
が
宣
教
師
と
し
て
選
ば
れ
、

按
手
を
受
け
て
１
８
９
２
年
に
順
次
日

本
に
派
遣
さ
れ
、
築
地
に
滞
在
し
て
日

本
語
の
学
習
を
始
め
た
。

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド（
伝
道
局
）幹
事

も
決
ま
っ
た
が
、
手
紙
の
往
復
に
も

数
ヶ
月
が
掛
か
っ
た
時
代
、
若
い
宣
教

師
た
ち
は
限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
、
自

転
車
で
走
り
回
っ
て
、
市
内
近
郊
に
聖

書
講
義
所
な
ど
を
設
け
、
伝
道
活
動
に

励
ん
だ
。当
初
は
二
人
と
も
、外
人
居
留

地
と
し
て
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
住
む

と
か
、
地
方
な
ら
公
立
学
校
教
師
な
ど

の
地
位
を
得
た
上
で
、
指
定
さ
れ
た
地

域
で
の
居
住
制
限
を
受
け
た
。他
教
派

の
先
任
の
宣
教
師
た
ち
の
意
見
も
聞
い

て
、伝
道
地
を
佐
賀
と
定
め
た
が
、最
初

に
赴
い
た
シ
ェ
ラ
ー
は
県
立
佐
賀
中

学
校
の
英
語
教
師
と
し
て
赴
任
し
、

佐
賀
城
跡
の
辺
り
を
指
定
さ
れ
て
そ

こ
に
住
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。こ

う
し
た
外
国
人
の
扱
い
が
急
速
に
変

化
、緩
和
さ
れ
た
時
代
だ
っ
た
か
ら
、

半
年
後
に
ピ
ー
リ
ー
が
佐
賀
に
行
っ

た
と
き
に
は
、二
人
の
日
本
語
教
師
、

や
が
て
同
労
者
と
な
る
山
内
量
平
の
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設
け
た
英
語
学
校
の
教
師
と
い
う

資
格
で
、
佐
賀
市
内
で
の
自
由
な
居

住
が
認
め
ら
れ
て
、
や
が
て
現
在
の

佐
賀
教
会
の
土
地
と
、
こ
れ
に
隣
接

し
た
か
つ
て
の
宣
教
師
館
の
土
地

の
確
保
に
も
至
っ
た
の
だ
っ
た
。し

か
し
シ
ェ
ラ
ー
は
病
を
得
て
、
ピ
ー

リ
ー
は
家
庭
の
事
情
で
間
も
な
く

日
本
を
去
っ
た
が
、
続
い
て
日
本
に

や
っ
て
来
た
第
二
陣
の
Ｃ
・
Ｌ
・
ブ

ラ
ウ
ン
、Ｃ
・
Ｋ
・
リ
ッ
パ
ー
ド
以
下

が
、
加
わ
っ
て
き
た
邦
人
教
職
と
共

に
久
留
米
、
熊
本
、
博
多
へ
と
伝
道

を
展
開
し
て
、
九
州
で
の
日
本
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会
の
基
礎
を
固
め
た

の
だ
っ
た
。

　
１
９
７
７
年
夏
私
は
イ
ン
ド
の

チ
ェ
ン
ナ
イ
（
旧
マ
ド
ラ
ス
）
の
神

学
校
で
４
週
間
の
ル
タ
ー
講
義
に

招
か
れ
た
。そ
の
折
イ
ン
ド
各
地
の

神
学
校
を
訪
ね
も
し
た
が
、
あ
る
神

学
校
で
私
を
迎
え
て
く
れ
た
の
は

ピ
ー
リ
ー
教
授
。尋
ね
る
と
や
は
り

あ
の
ピ
ー
リ
ー
宣
教
師
は
祖
父
／

大
叔
父
？
と
答
え
て
く
れ
た
。世
界

宣
教
の
志
は
こ
う
し
て
代
々
伝
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り

に
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
世
紀
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

た
。ま
も
な
く
20
世
紀
の
鐘
が
鳴
ろ
う
。

「
ア
ン
ノ
・
ド
ミ
ニ
」(

主
の
年)

と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
を
未
だ
知
ら
な
い
、
日

本
と
い
う
「
遠
く
の
島
」・「
日
出
ず
る

国
」に「
罪
の
赦
し
の
良
き
知
ら
せ
」を

「
と
ど
ろ
か
す
」べ
く
、
二
組
の
宣
教
師

を
載
せ
た
船
が
、長
崎
港
に
到
着
し
た
。

１
９
０
０
年
12
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　
25
歳
の
ウ
ェ
ル
ロ
ー
ス
牧
師
一
家

と
17
歳
の
ク
ル
ヴ
ィ
ネ
ン
と
い
う
女

性
宣
教
師
―
白
夜
の
国
か
ら
、
緑
に
溢

れ
る「
鶴
の
港
」に
入
港
し
た
彼
ら
は
、

ど
ん
な
第
一
印
象
を
持
っ
た
で
あ
ろ

う
。

　
彼
ら
を
派
遣
し
た
の
は
、「
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
」
と
い
う
国

民
教
会
で
は
な
い
。そ
の
教
会
の
中
に

起
こ
っ
た
「
信
徒
運
動
」
と
し
て
の

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ル
ー
テ
ル
福
音
協

会
」(

Ｓ
Ｌ
Ｅ
Ｙ)

で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
、

Ｓ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
の
日
本
宣
教
の
歴
史
と
そ
の

性
格
を
理
解
す
る
上
で
、
と
て
も
重
要

で
あ
る
。こ
の
運
動
体
に
参
加
す
る
会

衆
は
、「
宗
教
税
」を
国
家
に
納
め
る
ほ

か
に
、宣
教
の
た
め
の
献
金
を
集
め
る
。

そ
の
た
め
に
女
性
信
徒
の
手
に
は
い
つ

も
編
み
物
の
針
が
あ
る
、
と
い
う
よ
う

に
、
グ
ラ
ス
ル
ー
ツ
の
自
覚
的
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
意
識
と
実
践
が
、
海
外
伝
道
と

国
内
伝
道
に
お
け
る
Ｓ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
の
働
き

を
支
え
て
い
る
。ま
た
、Ｓ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
の
指

導
部
の
努
力
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い

る
。さ
ら
に
、八
つ
の
教
区
か
ら
成
る
国

民
教
会
は
、
六
つ
の
海
外
宣
教
団
体
を

公
認
し
、「
教
会
」と「
協
会
」と
の
調
整

を
す
る
部
門
を
設
け
て
い
る
。

　
さ
て
、
ウ
ェ
ル
ロ
ー
ス
牧
師
は
家
族

の
病
気
や
幼
い
子
供
の
召
天
と
い
う
事

態
の
中
で
、
長
崎
に
そ
の
子
の
墓
を
遺

し
て
帰
国
し
た
。一
方
、ク
ル
ヴ
ィ
ネ
ン

は
佐
賀
に
お
い
て
開
始
さ
れ
て
い
た

「
南
部
一
致
ル
ー
テ
ル
・
シ
ノ
ツ
ド
」の

米
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
働
き
に
協
力
す
る

形
で
日
本
宣
教
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

１
９
０
４
年
に
起
こ
っ
た
日
露
戦
争

で
、
当
時
帝
政
ロ
シ
ア
の
支
配
下
に

あ
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
こ
の
戦
争
に

関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機

に
、ク
ル
ヴ
ィ
ネ
ン
は
、独
自
の
働
き
を

模
索
し
、東
京
を
経
由
し
て
、馬
車
で
信

州
に
入
り
、
諏
訪
湖
岸
の
下
諏
訪
に
拠

点
を
置
く
こ
と
に
な
る
。現
在
の
東
教

区
で
最
初
の
教
会
が
、
こ
う
し
て
誕
生

し
た
。１
９
０
５
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
１
９
０
８
年
に
は
飯
田
の
町
で
宣
教

が
開
始
さ
れ
る
。そ
の
後
３
年
間
に
、上

諏
訪
、
岡
谷
、
赤
穂(

駒
ヶ
根)

へ
と
働

き
が
進
め
ら
れ
た
。こ
の
間
に
、後
続
の

信
徒
宣
教
師
、
牧
師
宣
教
師
が
派
遣
さ

れ
、１
９
０
７
年
に
は
、東
京
の
千
駄
ヶ

谷
に
伝
道
所
が
開
設
さ
れ
る
。そ
れ
が
、

１
９
１
６
年
に
巣
鴨
に
移
り
、
１
９
３

１
年
に
現
在
地
の
池
袋
に
転
じ
た
。そ

の
場
所
に
は
す
で
に
１
９
２
４
年
に
Ｓ

Ｌ
Ｅ
Ｙ
の
日
本
人
教
職
を
養
成
す
る
た

め
の
神
学
塾
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。さ

ら
に
、
１
９
３
４
年
に
は
、
大
岡
山
で

「
東
京
第
二
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
」が
ス

タ
ー
ト
し
、
後
に「
大
岡
山
教
会
」と
改

称
さ
れ
る
。

　
も
う
一
つ
の
展
開
は
、
１
９
１
６
年

に
始
ま
っ
た
札
幌
伝
道
で
あ
る
。１
９

３
６
年
に
は
旭
川
で
伝
道
が
開
始
さ
れ

る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
東
京
・
信
州
・

北
海
道
と
い
うSLEY

の
宣
教
領
域
が

定
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。そ
し
て
、太
平

洋
戦
争
へ
向
か
う
政
治
状
況
の
中
で
、

「
日
本
基
督
教
団
」
が
形
成
さ
れ
る
。そ

の
直
前
、
１
９
４
０
年
に
「
日
本
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会
」
と
の
ル
ー
テ
ル
合
同

が
進
め
ら
れ
、Ｓ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
の
働
き
に

よ
っ
て
成
立
し
た
「
福
音
ル
ー
テ
ル
教

会
」は
、「
東
信
北
部
会
」と
し
て
緩
や
か

な
合
同
を
す
る(

第
一
次
合
同)

。戦
争

中
は
苦
難
の
時
代
で
あ
っ
た
。そ
の
深

刻
な
混
乱
は
、戦
後
の「
福
音
ル
ー
テ
ル

教
会
」の
再
建
、
そ
し
て
、
１
９
５
９
年

に
は
松
本
、
１
９
６
１
年
に
は
長
野
で

宣
教
が
開
始
さ
れ
、
多
く
の
宣
教
師
が

今
日
ま
で
派
遣
さ
れ
続
け
て
い
る
。Ｓ

Ｌ
Ｅ
Ｙ
の
働
き
は
、
客
観
的
な
恩
寵
義

認
の
信
仰
と
素
朴
な
敬
虔
と
い
っ
た

エ
ー
ト
ス
を
特
徴
と
し
、
日
本
の
ル
ー

テ
ル
教
会
と
遣
わ
さ
れ
た
地
域
に
対
し

て
、特
に
礼
拝
式
文
、幼
児
教
育
の
分
野

に
お
い
て
大
き
な
貢
献
を
し
て
き
た
。

ス
オ
ミ
と
日
本
と
の
人
的
交
流
は
豊
か

で
あ
り
、
日
本
の
ス
オ
ミ
フ
ァ
ン
が
多

い
こ
と
も
、Ｓ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
の
宣
教
師
た
ち

の
誠
実
な
働
き
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き

い
。そ
し
て
、１
９
６
３
年
の
ル
ー
テ
ル

合
同
に
よ
っ
て
、東
信
北
の
教
会
は
、東

教
区
と
北
海
道
特
別
教
区
の
中
で
生
き

て
い
る
。

ウェルロース一家とクルヴィネン嬢

　
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
史
は
、世
界
史
を

舞
台
に
神
の
救
済
史
を
現
世
的
に
展

開
し
て
行
く
。数
々
の
人
為
的
、
政
治

的
な
要
因
が
絡
み
合
っ
て
い
る
の
は

事
実
で
、宣
教（
伝
道
）論
で
は
重
要
で

さ
え
あ
る
。早
く
に
は
皇
帝
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ヌ
ス
一
世
が
キ
リ
ス
ト
教
を
公

認
し
た
『
ミ
ラ
ノ
勅
令
』（
３
１
３
年
）

が
あ
り
、反
ナ
チ
ス
闘
争
に
関
わ
っ
た

ド
イ
ツ
福
音
主
義
教
会
の『
バ
ル
メ
ン

宣
言
』（
１
９
３
４
年
）は
、最
近
、殊
の

ほ
か
記
憶
に
甦
っ
て
く
る
。

　
戦
後
復
興
し
て
間
も
な
い
日
本
福

音
ル
ー
テ
ル
教
会
に
と
っ
て
、１
９
４

９
年
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
は
、

そ
の
中
国
よ
り
引
き
揚
げ
を
強
い
ら

れ
た
ア
メ
リ
カ
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
伝
道

諸
団
体
の
来
日
参
画
に
よ
る
宣
教
拡

張
を
促
し
、奇
し
く
も
伝
道
躍
動
期
を

も
た
ら
し
た
。当
時
、
神
学
生
の
身
で

続
々
と
来
日
し
た
宣
教
師
方
と
の
奇

遇
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
５
号（
２
０

１
２
年
６
月
）に
記
載
し
た
こ
と
で
あ

る
。

　「
オ
ー
ガ
ス
タ
ナ
・
シ
ノ
ッ
ド
」
に

つ
い
て
、多
少
重
複
を
厭
わ
ず
、晩
年

ま
で
シ
カ
ゴ
ル
ー
テ
ル
神
学
大
学
世

界
宣
教
研
究
所
で
同
僚
の
誼
を
続
け

た
故 

Ｄ
・
Ｌ
・
ヴ
ィ
ク
ナ
ー
師
を
始

め
、先
陣
の
オ
ー
ガ
ス
タ
ナ
宣
教
師
た

ち
の
こ
と
を
ま
ず
述
べ
た
い
。１
９
５

０
年
４
月
、
オ
ー
ガ
ス
タ
ナ
外
国（
世

界
）伝
道
局
ス
ワ
ン
ソ
ン
総
幹
事
の
視

察
訪
日
を
経
て
、そ
の
秋
、シ
ス
タ
ー
・

ア
ー
リ
ン
グ
、コ
ル
バ
ー
グ
女
性
宣
教

師
に
次
い
で
来
日
し
た
ヴ
ィ
ク
ナ
ー

師
と
は
、
ご
夫
妻
が
到
着
さ
れ
た
翌

朝
、Ｋ
・
デ
ー
ル
、Ｇ
・
オ
ル
ソ
ン
宣
教

師
夫
妻
の
方
々
を
連
れ
て
、時
の
総
会

議
長
故
平
井
清
先
生
牧
す
る
都
南
教

会
の
主
日
礼
拝
に
出
席
さ
れ
た
折
、た

ま
た
ま
通
訳
を
し
た
こ
と
で
早
々
に

懇
意
の
仲
と
な
っ
た
。当
日
午
後
に

は
、
田
園
調
布
で
の
家
探
し（
オ
ー
ガ

ス
タ
ナ
ハ
ウ
ス
）と
教
会
堂
敷
地
探
索

に
も
同
道
し
た
。し
か
も
翌
年
に
は
、

シ
ス
タ
ー
・
ア
ー
リ
ン
グ
と
共
に
、第

一
回「
田
園
調
布
教
会
軽
井
沢
夏
期
聖

書
学
校
」の
聖
書
研
究
指
導
兼
宿
泊
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
た
し
だ
い
。コ
ル

バ
ー
グ
宣
教
師
を
伴
っ
て
広
島
に
派

遣
さ
れ
た
オ
ル
ソ
ン
師
夫
妻
と
は
、翌

１
９
５
２
年
夏
、荒
廃
し
た
広
島
市
で

街
頭
伝
道
を
敢
行
、
山
陽
部
会（
現 

関

西
を
除
く
西
教
区
）の
出
立
に
も
関
わ

ら
せ
て
貰
っ
た
。そ
の
頃
、
広
島
に
次

ぐ
宣
教
地
、宇
部
市
に
赴
任
し
た
デ
ー

ル
先
生
ご
夫
妻
を
訪
れ
た
の
も
想
い

出
に
残
る
。

　
１
９
４
９
年
か
ら
盛
り
上
が
っ
た

ル
ー
テ
ル
諸
派
の
伝
道
活
動
は
、宣
教

論
で
重
視
す
る
「
伝
道
地
域
分
担
策

（com
ity

）」
に
則
っ
た
好
例
の
展
開

だ
っ
た
。加
え
て
オ
ー
ガ
ス
タ
ナ
の
場

合
、派
遣
母
体
ア
メ
リ
カ
の
オ
ー
ガ
ス

タ
ナ
派
教
会
の
「
姉
妹
教
会
」
を
組
織

す
る
こ
と
を
避
け
て
、
当
初
か
ら
、
あ

く
ま
で
も
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会

の
一
翼
と
な
り
、田
園
調
布
の
他
は
山

陽
部
会
の
構
成
教
会
群
に
な
る
協
約

を
締
結
し
た
。日
本
伝
道
史
に
特
記
す

べ
き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
パ
タ
ン
が
刻
ま

れ
た
の
で
あ
る（
１
９
５
１
年
）。

　
そ
の
背
景
を
辿
れ
ば
、オ
ー
ガ
ス
タ

ナ
派
教
会
が
、世
界
に
現
存
す
る
約
二

百
の
ル
ー
テ
ル
教
会
群
の
間
で
、通
常

の
「
福
音
ル
ー
テ
ル
」＋
国
名
・
地
域

名
を
付
す
慣
例
を
破
り
、（
ス
エ
ー
デ

ン
、ノ
ル
ウ
エ
ー﹇
国
﹈教
会
や
香
港
の

信
義
会
を
別
に
し
て
）『
ア
ウ
グ
ス
ブ

ル
グ
信
仰
告
白
』
の
ラ
テ
ン
読
み

「
オ
ー
ガ
ス
タ
ナ
」
を
教
会
名
の
頭
に

す
る
僅
か
数
教
会
の
代
表
格
の
教
会

で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。１
９
６
０
年
６

月
、ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
で
ス
エ
ー
デ

ン
か
ら
の
移
民
を
主
に
し
て
誕
生
、当

初

の T
h
e Scan

d
in
avian

 
Evangelical Lutheran Augustana 
Synod in North Am

erica 

か
ら
数
回

名
称
変
更
を
行
な
い
、
１
９
４
８
年
、

オ
ー
ガ
ス
タ
ナ
派
ル
ー
テ
ル
教
会
に

定
着
し
た
。そ
の
後
、
北
米
に
お
け
る

ル
ー
テ
ル
諸
派
の
合
同
（LCA.1962

年
；ELCA,1988

年
）
で
は
主
導
的

な
役
割
を
演
じ
、ELCA 

最
初
の
主
管

監
督
に
は
オ
ー
ガ
ス
タ
ナ
出
身
の
Ｈ
・

チ
ル
ス
ト
ロ
ム
牧
師
が
選
ば
れ
た
。

　
こ
う
し
た
特
異
な
教
会
形
成
を
支

え
た
の
に
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
教
会
の 

Ｎ
・
ゼ
ー
デ
ル
ブ
ロ
ム
や
Ａ
・
ニ
グ
レ

ン
の
神
学
者
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ

た
「
ル
タ
ー
主
義
公
同
性
の
立
場
」
が

あ
っ
た
。ル
タ
ー
的
信
条
の
公
同
的
一

致
性
を
強
調
し
、本
来
ル
タ
ー
主
義
と

は
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
や
教
派
で
は
な

く
、使
徒
的
宣
教
の
連
続
性
を
保
持
す

る
た
め
の「
キ
リ
ス
ト
教
会
内
で
の
一

つ
の
運
動
」で
あ
り
、
信
仰
義
認
と
聖

書
の
規
範
性
の
堅
持
を
エ
キ
ュ
メ
ニ

カ
ル
運
動
へ
の
「
か
け
橋
的
役
割
」
と

し
た
。１
８
７
８
年
、
初
の
宣
教
師
、

Ａ
・
Ｂ
・
カ
ー
ル
ソ
ン
師
を
イ
ン
ド
に

派
遣
し
た
オ
ー
ガ
ス
タ
ナ
世
界
伝
道

局
は
、
１
９
０
８
年
に
は
中
国
、
１
９

２
４
年
に
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
、そ
し
て
戦

後
日
本
へ
と
、総
勢
二
百
名
も
の
宣
教

師
を
遣
わ
し
た
。何
処
に
あ
っ
て
も

「
ル
タ
ー
主
義
公
同
性
の
立
場
」
が
堅

持
さ
れ
て
い
た
、と
宣
教
史
の
諸
文
献

は
記
録
す
る
。

　　　　　

宣
教
団
体「
オ
ー
ガ
ス
タ
ナ
・
シ
ノ
ッ
ド
」

¦
ル
タ
ー
主
義
公
同
性
の
立
場
を
堅
持
し
て 

¦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
順
朗

1951 年田園調布教会献堂式

1951 年 JELC 執行部とオーガスタナ・シノツド宣教師

「
日
本
へ
、さ
あ
、日
本
へ
」

　
　
　
　
　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ル
ー
テ
ル
福
音
協
会
の
宣
教
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日
の
て
し
と
」
会
教
の
つ
一
「成

　

始
開
を
教
宣
本
日
に
年
２
９
８
１
は

で
下
の
制
職
じ
同
と
白
告
仰
信
の
つ

な
は
で
の
る
い
て
し
立
存
が
会
教
ル

一
の
会
教
な
的
合
連
由
自
り
ま
つ

　

は
と
こ
う
い
と
る
あ
で
」
会
教
の
つ

え
言
と
る
あ
で
実
事
い
な
も
れ
紛

ELC海外伝道局ボードメンバー（ミネアポリス） 1950年頃

[本教会事務局作成]

(4)(5)



（6）

(1)
１
９
４
８
年
時
点
で
の
ア
メ
リ
カ
・

　
ル
ー
テ
ル
教
会

　
第
二
次
大
戦
後
の
、
１
９
４
８
年
の

時
点
で
ア
メ
リ
カ
に
は
17
の
ル
ー
テ
ル

教
会
の
団
体
が
存
在
し
、総
会
員
数(

カ

ナ
ダ
も
含
め)

は
、
６
０
０
万
人
を
数

え
て
い
た
。最
大
の
ル
ー
テ
ル
教
会
は

ド
イ
ツ
系
を
中
心
と
し
た
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ａ

(

北
米
一
致
ル
ー
テ
ル
教
会)

で
あ
り
、

会
員
数
は
１
９
１
万
９
８
２
２
人
。次

に
、Ｌ
Ｃ
Ｍ
Ｓ（
ミ
ズ
リ
ー
・
シ
ノ
ッ
ド
）

は
生
粋
の
ド
イ
ツ
系
の
教
会
で
、
第
２

番
目
の
規
模
を
誇
り
、
会
員
は
１
６
１

万
７
６
９
２
人
。Ｅ
Ｌ
Ｃ(

福
音
ル
ー
テ

ル
教
会)

は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
系
の
教
会
で
、

第
３
番
目
の
規
模
で
あ
る
が
、
会
員
数

は
77
万
２
８
６
３
人
で
あ
っ
た
。さ
ら

に
、１
９
５
０
年
よ
り
、山
陽
地
域
に
伝

道
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
系
の
Ａ
Ｌ
Ｍ（
オ
ー
ガ
ス
タ
ナ
・

シ
ノ
ッ
ド
）は
、43
万
２
３
２
９
人
の
会

員
を
有
し
て
い
た
。

(2)
Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
日
本
伝
道
参
入

　
Ｅ
Ｌ
Ｃ
は
１
９
４
９
年
２
月
、
日
本

伝
道
開
始
を
決
定
し
、
11
月
、
宣
教
師

O
・
ハ
ン
セ
ン
を
日
本
に
派
遣
し
た
。

１
９
５
０
年
、
文
京
区
丸
山
町（
現
、
千

石
３
丁
目
）の
民
家（
３
５
０
坪
）を
購

入
し
、「
丸
山
町
ハ
ウ
ス
」と
称
し
、宣
教

師
の
第
一
陣
は
そ
こ
に
居
住
し
、
文
京

区
林
町（
現
、
千
石
２
丁
目
）の
日
本
家

屋（
３
６
０
坪
）も
購
入
し
、
東
京
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会（
現
・
小
石
川
教
会
）と

し
て
１
９
５
０
年
４
月
２
日
に
最
初
の

礼
拝
を
守
っ
た
。

　
日
本
に
来
日
し
た
Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
第
一
陣

の
宣
教
師
の
中
に
は
短
期
間
で
あ
っ
て

も
、
中
国
伝
道
に
身
を
投
じ
て
い
た
人

た
ち
が
含
ま
れ
て
い
た
。ノ
ル
ウ
ェ
ー

系
の
中
国
伝
道
は
１
８
９
０
年
に
始
ま

り
、「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
福
音
ル
ー
テ
ル
中
国

伝
道
協
会
」
が
最
初
の
宣
教
師
を
派
遣

し
た
。２
年
後
の
１
８
９
２
年
に
は
、Ｅ

Ｌ
Ｃ
に
統
合
さ
れ
る
前
の
、
シ
ノ
ッ
ド

の
一
つ
で
あ
っ
たHauge Synod

が
湖

北
省
と
洛
陽
に
伝
道
地
の
拠
点
と
定

め
、中
国
伝
道
に
加
わ
っ
た
。１
９
２
０

年
時
点
で
中
国
伝
道
に
派
遣
さ
れ
た
Ｅ

Ｌ
Ｃ
の
宣
教
師
の
総
数
は
１
２
５
名
を

数
え
て
い
た
。

一
説
に
よ
る
と
戦
前
の
あ
る
時
期
に
お

い
て
、
欧
米
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教

団
体
か
ら
中
国
全
土
の
伝
道
に
送
り
込

ま
れ
た
宣
教
師
の
総
数
は
男
子
が
約
６

０
０
人
、
独
身
女
性
が
約
３
２
０
人
に

上
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。ア
メ
リ
カ
・

ル
ー
テ
ル
教
会
は
他
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
宣
教
団
体
に
比
べ
て
後
発
的
宣
教
団

体
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
１
８
９
８

年
に
Ｕ
Ｌ
Ｃ
Ａ
、
１
９
０
５
年
に
Ａ
Ｌ

Ｍ
も
中
国
伝
道
に
参
入
し
て
い
る
。

　
だ
が
、１
９
４
９
年
10
月
、共
産
党
政

権
の
成
立
に
よ
り
、
す
べ
て
の
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
宣
教
団
体
に
と
っ
て
中
国
で

の
伝
道
活
動
は
厳
し
い
状
況
と
な
り
、

そ
の
た
め
に
、Ｅ
Ｌ
Ｃ
も
１
９
４
８
年

秋
に
は
中
国
伝
道
か
ら
撤
退
し
、
新
た

な
る
伝
道
地
を
ア
ジ
ア
に
求
め
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。ホ
ー
ド
総
幹
事
R
・

A
・
シ
ル
ダ
ル
は
１
９
４
９
年
４
月
か

ら
約1

ヶ
月
近
く
、来
日
し
、各
地
を
視

察
し
た
。ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
教
会
本
部
は

同
年
６
月
23
日
、そ
の
報
告
に
基
づ
き
、

Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
日
本
伝
道
の
参
入
を
決
定

し
、
そ
の
伝
道
地
域
は
東
海
地
方
を
中

心
に
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

(3)
主
要
伝
道
拠
点(
静
岡
、島
田
、浜
　

松
、名
古
屋)

の
確
定

　
最
初
に
来
日
し
た
宣
教
師
O
・
ハ
ン

セ
ン
と
P
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
、
そ
れ
に
婦

人
宣
教
師
B
・
ボ
イ
ヤ
ム
と
Ｌ
・
ハ
ン

ソ
ン
は
東
京
・
小
石
川
で
の
日
本
語
研

修
の
傍
ら
、
１
９
５
０
年
秋
か
ら
東
海

道
線
の
主
要
都
市
を
調
査
し
、静
岡
、島

田
、浜
松
、名
古
屋
を
宣
教
の
主
要
拠
点

と
し
て
選
定
し
て
い
っ
た
。

　
１
９
５
０
年
12
月
の
第
１
回
宣
教
師

会
で
は
土
地
及
び
建
物
規
模
の
基
準
を

次
の
よ
う
に
決
め
て
い
る
。

「
１
．家
族
用
宣
教
師
館
の
建
坪
面
積
は

35
坪
か
ら
40
坪
と
す
る
。婦
人
宣
教
師

住
宅
は
25
坪
か
ら
30
坪
と
す
る
。坪
単

価
は
５
万
円
以
内
と
す
る
。会
堂
建
築

費
は
別
途
と
す
る
。

2
．上
記
の
建
物
は
４
０
０
坪
か
ら
５

５
０
坪
の
土
地
面
積
に
建
築
す
る
。」

(First Conference of ELC,Japan 
M
ission,Dec.27-29,1950)

　
１
９
５
１
年
に
は
静
岡
教
会
の
教
会

用
地
と
し
て
、３
９
９
・
21
坪
が
、名
古

屋
恵
教
会
は
２
９
１
・
83
坪
が
購
入
さ

れ
て
い
っ
た
。

　
さ
ら
に
、１
９
５
１
年
11
月
、第
２
回

宣
教
師
会
で
は
「
学
生
セ
ン
タ
ー
」(

東

京
・
小
石
川)

の
伝
道
の
開
始
と
共
に
、

第
２
次
宣
教
拠
点
の
候
補
と
し
て
半

田
、岡
崎
、豊
橋
、焼
津
、富
士
の
５
箇
所

を
加
え
て
い
っ
た
。

　
こ
の
Ｅ
Ｌ
Ｃ
が
草
創
期
に
行
な
っ
た

東
京
及
び
東
海
地
方
で
展
開
し
た
拠
点

伝
道
は
単
独
の
伝
道
で
は
な
い
。当
時

の
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
、
北
米
一

致
ル
ー
テ
ル
教
会
、
さ
ら
に
オ
ー
ガ
ス

タ
ナ
・
シ
ノ
ッ
ド
と
の
事
前
の
日
本
宣

教
計
画
を
相
互
に
確
認
し
、
か
つ
そ
の

計
画
実
施
の
了
解
の
下
に
ル
タ
ー
派
と

し
て
の
宣
教
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
意
味
で
は
ル
タ
ー
派
の
協
同
伝
道

の
一
環
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

 

(4) 「
宗
教
法
人
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
　

日
本
伝
道
部
」の
法
人
格
取
得

　
１
９
５
２
年
６
月
、Ｅ
Ｌ
Ｃ
の
宣
教

師
会
は
東
京
都
庁
に
提
出
す
る
「
宗
教

法
人
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
日
本
伝
道

部
」
と
し
て
の
規
則
の
草
案
に
つ
い
て

最
初
の
協
議
を
行
い
、同
年
10
月
、静
岡

で
開
催
さ
れ
た
常
議
員
会
で
東
京
都
庁

か
ら
の
要
望
を
入
れ
て
、
最
終
的
修
正

を
加
え
、
そ
れ
を
東
京
都
庁
に
宗
教
法

人
規
則
と
し
て
提
出
し
、
１
９
５
３
年

１
月
28
日
付
で
正
式
に
認
証
さ
れ
、
宗

教
法
人
格
を
取
得
し
た
。た
だ
し
、こ
の

法
人
格
は
１
９
６
３
年
の
日
本
福
音

ル
ー
テ
ル
教
会
と
の
合
同
に
よ
り
終
息

す
る
こ
と
と
な
る
。

Ｅ
Ｌ
Ｃ(
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会)

の
日
本
伝
道
参
入
の
経
緯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
田
　
勇
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